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土地傾斜愛化の観測序論

理埋葬博士 佐 々 窓

理拳士西村 -!If 

l 緒論 土地傾斜饗化は傾斜計により割合容易に精密に観測する事が出来，古くか

ら多くの人々に依って数多く観測されたのであるが，多くは孤立した一地黙での観測値に

就いて議論されて居るに止る。虞が傾斜計で観測される蜜化には気象饗化其他地殻外の擾

筒Lに原因するものが一般に著大で，飛び離れて甚大な境化でない限り異に地球内部に原因

のある費動を分析抽出する事が困難である。 もっとも割合簡輩な然かも牛日とか-'，日とか

の短い週期的外力による費動印ち地殻潮汐の如き場合には調和分析して精密な値を出す事-

が出来，既に多くの人k によって研究されたが，それでも拍異なる地殻階建の地軸では異

常な地殻潮汐蜜化をなす事がある。従って地殻内部に原因のある費動を抽出する2誌にも亦

海洋潮汐による地殻の潮汐費動そ詳論する震にも先づ以て必要と思、はれる事は， 多数の同

型傾斜計を海岸カ、らの距離ぞも考慮iこ入れ遁蛍tこ選定された同一地域に数多く据置き，同

時観測して比較研究する事である。即ち吾々は阿武山地震観測JP}I工作室に於て同型の「シ

リカー|傾斜計20蚕を製作し内地数箇所の傾斜観測を数年来続けて居る。日IJ府に於ては相互

に3-400米離れ7こる 6地黒Iliに設置し市の南を走れる顕著なる活断層の地殻潮汐に及除す

影響を詳しく調査し，一方業附i!iに頻獲する局部的小地援並南方日向調tに護する大地震の

護生前後に於ける夫々の特異なる型の傾斜襲化に就きて既に研究を進めて居る。阿蘇に於

ては昭和 7年以予1<::-ルボアー」型傾斜計に依る観測が行はれ，昭和 7，8年の大爆護活動時の

地殻費動に就いては蹴i二本誌に記~したが12年之を「シリヵ」傾斜計に代へて研究所構内の

横坑に於て引き杭き観測を行って居る。更に相互に3-4粁離れた千里ヶ出，宮地，本堂の

三箇pftを増設し，此等噴火口を固める四地黙の同時限祝IJに依り火山勢力の消長在絶え守、注

視しつるある。京都上賀茂に於てI主主で志田博士が「Jレボアー」型傾斜計によわ地殻潮汐の

(1) 活断層附近の土地の特異なる運動，後出
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土地傾斜襲イヒの槻iJllJ序論

研究を行った地下室に其後設けられた竪坑と更に別の横坑との雨所に於て比較観測を行ひ

観測l室の地表よりの深さの影響，型の異つに傾斜計の性能比較等の基礎的研究を行ふ一方，

傾斜計の感度を極度に高める事に依り，地震費生の前後に於ける徴細なる饗化を捉へ，叉

地殻潮汐の精密なる特種研'~'Lをも企岡しつミある。向此等各所の観測j材料を比較庭理する

事・に依り，地球外殻の剛性を決定し，或は種々の気象要素の地表府に及f，fす影響の詳細な

る研究も進められて居る。阿武山地震観測所に於ては傾斜計製作営時より種々の性能試験

を行ひ，叉構内積坑に於ける連続観lJlIJIま同所に於て試みられつ込ある他の種々の測定例へ

ば精筏水準測量:の諸問題，特種インパー線に依る土地仲紡の精密測定或は clinograph に

依る地震，脈動等の傾斜弾性波の研究等と相侠って，地表j膏の綜合的研究の一部として利

用され，他方上賀茂との比較に依る地殻潮汐の研究にも役立って居る。

以上は内地に於ける観測jであるが地殻潮汐の方商よわすれば，四国海を控えずこる我閤に

於ては，海洋潮汐の影響が著しし本来の地球潮汐の測定には多大の不便を感ホゐ弐第で

ある。この海洋潮汐の影響を逆に利用して，阿蘇，上賀茂等の比較よりして，海水の荷重

による地殻の捷曲を求め，それより地球外殻の剛性を決定し7このであるが，最近此等の大

洋より速く距りたる満洲閣の北挫，巴林なる士1也に於て「シリヵ」傾斜計による地殻潮汐

の観測を行った。其結果海洋潮汐の影響を蒙らざる純粋の地球潮汐を測定し得たのである

が，此結果は地球同IJ性の決定に重要なる材料を興へるものと信ホる。

2. rシリカ|傾斜計 阿武山地震観測!所工作室に於て同型の「シリヵ」傾斜計20憂並

自記装置其他を製作し九「シリカ」傾斜計振子は石本博士の型包ものであり p 自記装置は

一日持又は一週間捲の光準的記録方法に依つに。(第一闘参照) 熔商自水品は膨脹係数も!j、

さく，弾性の残留放果も無く且つ細工が仕易い賠で便利である。振子はおlIner品で間関

摩擦の心配は無いが全開が軽吐で僅の室策の封流，浮力の境化に;敏感すぎる献賄がある。

振子の全長 8.5蝿，重球は 0.9瓦，白金鍍商した記録用の小鏡も|ーシリヵ」製で直接振子の

廻時中心に熔接されて居る。振子の支持枠l士会高22i哩，これが直経14ミクロンの水品締に

て振子を吊して居る。一ー没~5111jf厚み 5 糎重立33Iîf;の鋳織製三角憂は歩み 0.5 粍の不鈎鋼の

螺子脚を有し，其中央に置かるべ、き振子は直径161-IT![，高26煩j享み 1糎の鮮鋭製岡筒と上端

(2) 石本巳四雄 |γ リカ傾斜計」地震，第一谷第一統，限4
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土地傾殺事警化の観測l序論

の硝子査に依って密閉されて居る。記録は闘筒の一昔~に在る直径 4 糎のレンズに依て完封

された光窓を遇じて光事的方法に依てなされる。三角壷の微少の傾斜は三本の螺子脚に仕

掛けられたる無端螺子に依て遠方より鎖製の調節棒によって自由に費化せしめられる。感

度は振子の週期の二乗に比例し，光行距離 l米に於て振子の週期 15.4秒の時記録 1糎の費

化が傾斜角 1秒に相鈷して居る。親測は常に 2憂を一組とし，同一駄に於て互i二直角の{守:

置に設置し同一の記鋒紙上に言己主表せしめて居る。観測IJに先立ち器械は全部相互の比較検

定に依て，器械的誤差の無い事を確めfこ上使用する。第二回は阿武山槻浪11所牛地下室に於

て， 12基の傾斜計を殆E同感度として使用し7こる結果を示せるものにして記録上に於て見

るま口¥，建物の轡曲による 一日轡化は勿論，其他φ小費化に就きても徴細なる!l1liに到るま

で同様の境化を示す事を知るo

柑記録に際して基準値としての固定鏡も矢張り白金鍍面の「シリヵ」鏡を用ひ叉温度計と

しては白金一銀の Bitllctalの境化を光埋葬的に抜大記録せしめる装置を用ひた。

3. 観測室 別府，阿百床，及び上賀茂，阿武山に於ける観測室の1'1/"置，梯遺，機械感

度等を次に表及闘にて示す。

f立f

別府

i一一一[市役所[公 園「襲究官[戸溺寺|高女跡

東縞131030'.4311310

30'.36 
北緯 3:1'16'.001 330

16.30 
標高 4米 1 4米

置 |市の南，朝 1j弱小拳校の
見川に治ひ|北 3∞米，
海岸上.!J 1海岸より

400米 1 400米

131
0

29'.46 
33<16'.47 

45米

市の中央海
岸より

1300米

131029'，27 1 131030'.20 1 1310

29'.88 
33016' .85 1 33'15'.78 1 330

16'.24 
75米 I 110米 I 19米

京大別府日干|断暦に針して|市役所と公闘
究所，市の|南小挙校と針|との中間の位l

北西端海岸|総の位置，海|置，海岸より
よ!)1800米時より 1000米1 900米

日方法|垂直式|霊査式|水卒式|水平式|水卒式|黍直式

行毘)離 I 1 1.._
1 1. 1 い _I 1 I ι 

型開)1 1_6  '-_ 16 I 9.5 I 9.5 1 1.6 1 1.6 

門府 |ω8 I 附 1 0.03 I 0.02 I 0回 I 0.06 

( 6 J 



土地傾斜幾イヒの槻訊111字論

自 12~f. 2 月

l… 歪14"1三8月
槻訊11期間

至12年7月

第 三 闘
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A--京大別府研究所.n一会関，c一高女跡

D一市役所，Eー南小事校. Fー貿i潟寺

蘇

|研 究所得内!千里ケ潰|宮 堂

東経 131000 
131

0 

03' 131
0 

07' 131
0 

05' 
北緯 32'53' 

32
0 

53' 32
0 

57' 32
0 

53' 標高 540米
1130米 520米 1150米イ立 置 京大阿蘇研究所構

噴火口の北 8:1:干内，噴火口の西7粁 研究所の東 4粁
噴火口にまfし研究

噴火口の南西
比高 100米の小li:

噴火口の西 3*千 所と直角の位置 800米 iの北約商

火山岩床中 火山岩J-K中 火山茨暦中 火山際暦中

1銅 訊リ 室 続奥行坑50米
竪横坑 竪横表坑 牛地下室
地表下10米の底 地下 3米の底 (5x5x3米)

池表下22米 部fこ 4米の横坑 部に 3米の縦坑 地表下 1米

記録方法 卒 卒 卒 卒 式

光行距離(m) I 3 2 2 2 

( 7 ) 
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記録阿筒の廻特 | 
3.0 

速度 (mm/h) I | 0.9 I 0.9 I 0.9 

卒均感度 I 0.004 
("/mm) I 

l 0.0"07 I 0.010 I 
観測期間 |自照和12"1'-2月

| 緩続中 l自照謀議210月l白噺 210月l白眼童話宮町

上賀茂地皐観測所

翻 訳IJ 所配置固

Aー京大阿蘇研究所， B一千里ケ讃，C-1宅地高女

D 京大本堂槻測~ K 噴火口

京都市の北端 と賀茂。 東経 1~5、42' 北京~; ~5 '02" 摂r~ 190米比高100米の古生府の山頂に

在。竪坑は 1 .~X1.3X5.3米のコンク リー ト角井戸型地表下 9米，横抗は山の北料商

iこ在り，奥行20米地表下10米の煉瓦迷わ。

昭和12年12月より横坑に於て.1ルポアー」型と「シ リヵ」との雨傾斜計の比較槻測を行

ひp叉14年5月よりは竪坑に於て「で リヵ」傾斜計による槻測を現在まで椴thqrである。

(内)
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竪坑に於てはFシリヵ」傾利計の感度は平均 0.004川mmにて観測を行って居る。

阿武山地震観測所

大阪府下三島郡阿武野村，東経 135'34'北緯34
0

52'棒高200米比高180米の古生暦の山

頂に在り， i傍坑は山の南斜面，奥行15米地表下 9米，コンクリート造り。「シリカ_I1頃

斜計による硯iHIJは昭和13年 9月以来今日に及んで居る。其感度は平均 O.02"/mmであ

る。

f向、前記雨槻訊1)月?を含める京阪地方組~回を下に掲く 。

第五園 上賀茂i血事理制IJ所並阿武山池震槻訊IJM

)
 

。
リ(

 




